
鎌倉市の防災対策は寺院の役割が重要である。

 毎年 2000 万人以上の観光客が訪れている。

 鶴岡八幡宮や長谷寺などの多くの寺院が存

在する 

 鎌倉市は海沿いの都市であり、地震や津波に

よる大きな被害が予想される。 

 南海トラフ巨大地震の予想被害額は神奈川

県が約 7000 億円と最も大きい。 

 災害が起きた場合、鎌倉市の避難経路は複雑

であり速やかに避難することは困難である。

 寺院は周囲を見渡す場所にあるべきとい

う思想から、高台に立地する傾向がある。

 東日本大震災の避難場所としてお寺の約

４割が利用された。 

 避難所だけではなく災害に備えて非常食

を備蓄している寺院が多くある。 

 しかし、公に避難場所に指定されている寺

院は少ない。 

※鎌倉市では二か所のみ 

 鎌倉市在住の 54 人にアンケートをした結果、89%が「寺院は災害時における避難場所とな

る」という認識を持っていた。 

 寺院(日蓮宗妙本寺)、行政(鎌倉市役所)、自治会(鎌倉市大町八雲地区)の３者にヒアリン

グした結果、鎌倉の防災対策には寺院の役割が重要であるという結論に達した。 

 寺院を中心とした地域コミュニティを活性化させることで、寺院を災害時の避難場所とし

て機能させることができる。 

仮説

鎌倉市について 寺院の特徴

結論

１番海抜の高い

妙本寺に着目

海抜が高く、多数の避難者を収容で

きる。備蓄品を保管する場所として

適している。 

一時避難所に適している

観光都市鎌倉における防災対策～寺院のコミュニティと役割～

経済学部 川口ゼミナール

災害時には住民同士の助け合いが重要である。 

職員数が限られており、災害時には

対処しきれない。自主防衛組織を活

用してほしい。
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